
オプション設定

• Packaged CCE 2000エージェント展開用のオプションの設定（1ページ）
• Packaged CCE 4000および 12000エージェント展開用のオプションの設定（10ページ）
• Packaged CCEラボ展開のオプションの設定（23ページ）

Packaged CCE 2000エージェント展開用のオプションの設
定

Packaged CCE 2000エージェントの導入用オプションコンポーネントを設定します。

タスク

リモートサイトの追加および保全（1ページ）

外部マシンの追加と保守（6ページ）

メディアルーティングペリフェラルゲートウェイへの PIMの追加（8ページ）

電子メールおよびチャットの設定（10ページ）

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Serverの設定

VVBの設定

リモートサイトの追加および保全

2000エージェントの展開タイプに、リモートサイトを新規追加することができます。追加さ
れたリモートサイトは、それぞれ個別のタブとして表示されます。+アイコンをクリックし
て、リモートサイトの追加ポップアップウィンドウを開きます。詳細については、「リモー

トサイトの追加（2ページ）」を参照してください。
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リモートサイトの追加

手順

ステップ 1 Unified CCE >管理 >インフラストラクチャのインベントリに移動します。

ステップ 2 +アイコンをクリックして、リモートサイトの追加ページを開きます。

ステップ 3 CCE PG画面で、以下のフィールドにリモートサイトの情報を入力します。

説明フィールド

サイトの名前を入力します。最大文字数は10文字です。英数字、
ピリオド（.）、およびアンダースコア（_）が有効な文字となり
ます。最初の文字は英数字にする必要があります。

名

「core」、「main」、「site」等のシステム専用語は使
用できません。

（注）

サイド Aのホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名
（FQDN）を入力します。

サイドAの PGホスト名ま
たは IPアドレス

サイド Bのホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名
（FQDN）を入力します。

サイド Bの PGホスト名ま
たは IPアドレス

必要な周辺機器ゲートウェイのクライアントタイプを選択しま

す。この後の画面は、選択したオプション毎に表示されます。

設定する PGクライアント
タイプの選択

•エージェントを選択すると、Unified CMおよび Finesseの画
面が表示されます。

• VRUを選択すると、CVP画面が表示されます。

•マルチチャネルを選択すると、設定画面が表示されます。

システムは IPアドレスの変更をサポートしていません。IPアドレスの変更が予想さ
れる場合は、ホスト名を使用します。これはすべての ホスト名および IPアドレス
フィールドに適用されます。

（注）

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。この後の画面は、選択した PGクライアントタイプのオプ
ション毎に表示されます。

ステップ 5 Unified CMページで、既存のパブリッシャを選択するか、または新しいパブリッシャを追加
することができます。パブリッシャを選択すると、関連付けられたサブスクライバが表示さ

れ、サブスクライバの詳細を選択することができます。新しいパブリッシャを追加するには、

以下の手順を実行します。

a) 新しい CMパブリッシャの追加を選択します。
b) ホスト名、ユーザ名、およびパスワードを入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。
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リモートサイトの作成時に、CMパブリッシャを 1つだけ追加することができます。（注）

ステップ 6 サブスクライバセクションで、エージェントの周辺機器の以下の接続設定を選択します。

•サイド A接続
•サイド B接続
•モバイルエージェントコーデック

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 Finesseページで、Finesseプライマリサーバのホスト名、ユーザ名、およびパスワードを入力
します。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 CVPページで、サイド Aおよびサイド Bの CVPサーバのホスト名または IPアドレス、ユー
ザ名、およびパスワードを入力します。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。
システムが以下の設定タスクを実行します。

自動設定タスクコンポーネント

エージェント

• Unified Communications Managerから JTAPIをダウンロードし、
Unified CCE PGにインストールします。

• CUCM PIMを使用して CUCMペリフェラルゲートウェイ（PG）
を作成します。

• CTIサーバを作成します。

VRU：2つの VRU PIMで VRU PGを作成します。

マルチチャネル：マルチチャネル PGを作成します。

Unified CCE PG

サイトの一環で作成された新しい PGでルータ設定を更新します。Unified CCE Rogger

•エージェント PGの設定に使用されるアプリケーションユーザを
作成します。

Unified
Communications
Manager

• CTIサーバ設定を設定します。

• AWデータベースへの接続を設定します。

Finesse

• Unified CVPコールサーバコンポーネントを設定し、メインサイ
トのレポートサーバに追加します。

• Unified CVP VXMLサーバのコンポーネントを設定します。

• Unified CVP Media Serverのコンポーネントを設定します。

Unified CustomerVoice
Portal

オプション設定
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自動化された初期化タスクの1つが失敗すると、システムは完了したすべてのタスク
を元に戻します。

（注）

ステップ 12 すべてのタスクが完了したら、完了をクリックします。設定エラーがある場合は、戻るをク

リックして、前のページを編集することができます。

ステップ 13 設定を有効にするには、以下の手順を実行します。

•ルータサービスを再起動します。

• PGクライアントタイプを VRUとして選択した場合は、新しく設定した 2つの CVPコー
ルサーバを再起動します。

次のタスク

Agent PGを使用して設定されたすべてのリモートサイトに対して、Finesse自己署名証明書を
AWマシンに追加する必要があります（ソリューションに CA証明書がない場合）。AWマシ
ンに Finesse証明書を追加する方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.htmlのCisco
Unified Contact Center Enterpriseインストールおよびアップグレードガイドを参照してくださ
い。

（注）

再設定リモートサイト

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 再設定する場合は、サイトをクリックします。

ステップ 3 再設定をクリックして、CCE PGページを開きます。

追加できるのは、PGクライアントタイプのみです。（注）

ステップ 4 次へをクリックして、新しいリモートサイトを追加する場合と同様の手順を実行します。

詳細はリモートサイトの追加（2ページ）を参照してください。

[削除（Delete）]リモートサイト

以下がリモートサイトに関連付けられていない場合は、リモートサイトを削除することがで

きます。

•エージェント

オプション設定
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•チーム

•ダイヤル番号

•スキルグループ

•ルートパターン

• SIPサーバグループ（SIP Server Groups）

•ロケーション

• Script

•ダイヤラ

リモートサイトの削除を開始する前に、リモートサイトの Finesseサーバで実行されるすべて
のサービスおよびプロセスを手動で停止する必要があります。

（注）

リモートサイトで CVPが設定されている場合は、リモートサイトを削除する前に以下のタス
クが完了していることを確認します。

• CVPレポートサーバからの CVPサーバへの関連付けを解除します。

•サイト固有のレポートサーバが、で使用されている場合は、レポートサーバを別のレポー
トサーバで置き換えます。

リモートサイトの削除後、Packaged CCE IDを ORM.propertiesファイルから削除します。（注）

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 削除する場合は、リモートサイトをクリックします。

ステップ 3 [削除（Delete）]をクリックします。
リモートサイトの削除を確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 確認のために[はい（Yes）]をクリックします。
リモートサイトはインベントリページから削除されます。

この削除操作では、リモートサイトのオブジェクトはデータベースからは完全には削

除されません。同じ名前のサイトを再度作成する場合は、Configuration Manager >
ツール>その他のツール>削除したオブジェクトを選択し、上記オブジェクトを完全
に削除する必要があります。

（注）
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外部マシンの追加と保守

外部マシンの追加

で設定されたPGタイプに基づき、以下の外部マシンを追加することができます。

•エージェント：なし

• VRU：UnifiedCVPレポートサーバ、仮想化音声ブラウザ、ゲートウェイ、およびUnified
SIPプロキシ

•マルチチャネル：サードパーティマルチチャネル、エンタープライズチャットおよび電
子メール、SocialMiner

マルチチャネルアプリケーション（SocialMiner、エンタープライズチャットおよび電子メー
ル、サードパーティマルチチャネル）を使用している場合は、システムインベントリの外部

マシンに追加します。

手順

ステップ 1 インベントリページで、メインサイトまたはリモートサイトを選択し、外部マシンセクショ
ンで、+アイコンをクリックします。

ステップ 2 タイプドロップダウンリストで、マシンタイプを選択します。

ステップ 3 選択したマシンタイプのホスト名フィールドに、ホスト名、IPアドレス、または完全修飾ド
メイン名（FQDN）を入力します。

入力した値はシステムによって FQDNに変換されます。

システムは IPアドレスの変更をサポートしていません。IPアドレスの変更が予想さ
れる場合は、ホスト名を使用します。

（注）

ステップ 4 マシンの管理セクションで、選択したコンピュータタイプの管理ユーザ名およびパスワード
を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

オプション設定
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•電子メールおよびチャット：

• Configuration Managerツールでは、アプリケーションインスタンスおよびア
プリケーションパスが作成され、CUCM PGに関連付けられます。

• LDAP設定は、ECE管理Webインターフェイスのシングルサインオン（パー
ティション管理者用）を使用して実行する必要があります。詳細について

は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
cisco-enterprise-chat-email/products-maintenance-guides-list.htmlのエンタープラ
イズチャットおよび電子メール管理者ガイドを参照してください。

• VVB：VVBを追加すると、システムはマシンをOOSとしてマークします。自動
同期（10分毎）待つか、手動同期を行います。

• SocialMiner：SocialMinerを追加すると、システムは関連付けられたキャンペー
ンやCCEへの接続の通知など、タスクルーティングで使用する SocialMinerタス
クフィードを自動的に作成します。

（注）

外部マシンの編集

インベントリページで、メインサイトあるいはリモートサイトを選択し、鉛筆のアイコンを

クリックして、以下のマシンを編集します。

編集可能なフィールドマシン

AXLユーザ名およびパスワード。Unified CMパブリッシャ

管理者ユーザ名およびパスワードSocialMiner

• Webサーバ：パーティション管理者のユー
ザ名およびパスワードを編集します。

•データサーバ：なし

エンタープライズチャットおよび電子メール、

サードパーティマルチチャネル

管理者ユーザ名およびパスワードVirtualized Voice Browser

管理者ユーザ名およびパスワードUnified SIP Proxy

管理者ユーザ名およびパスワードゲートウェイ

Windows管理者のクレデンシャルUnified CVPレポーティング

メインサイトまたはリモートサイトの外部マシンを削除するには、マシンの上のxをクリック
します。削除を確認します。

オプション設定
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•仮想化音声ブラウザ、Unified SIPプロキシ外部マシンは、SIPサーバグループに関連付け
られている場合、削除することができません。上記の外部マシンを削除するには、SIPサー
バグループとの関連付けを解除する必要があります。

•ゲートウェイ外部マシンは、その場所に関連付けられている場合は、削除することはでき
ません。上記外部マシンを削除するには、ゲートウェイのその場所への関連付けを解除す

る必要があります。

• Unified CMパブリッシャを削除した場合、Unified CMサブスクライバも自動的に検出さ
れ、[展開の設定]のポップアップウィンドウが開きます。展開内の Unified CMパブリッ
シャの名前、IPアドレスおよび AXLユーザ名と AXLパスワードを入力します。

（注）

メディアルーティングペリフェラルゲートウェイへの PIMの追加
メディアルーティングペリフェラルゲートウェイ（MR PG）は、自動初期化中に作成されま
す。

MR PGの PIMの作成はオプションです。メディアルーティングペリフェラルゲートウェイ
には最大 4つの PIMを作成できます。

•アウトバウンド PIM

• SocialMinerに対するマルチチャネル PIM

•エンタープライズチャットおよび電子メール用のマルチチャネル PIM（ECE）

•サードパーティのマルチチャネルアプリケーションに対するマルチチャネル PIM

マルチチャネル PIMに関連付けられているダイヤル番号を作成するには、最初に次の作業を
行います。

•ペリフェラルゲートウェイセットアップを使用して PIMを作成します。

• Unified CCE管理システムを使用して、ソリューションインベントリに外部マシンを追加
します。概要 >インフラストラクチャ > インベントリに移動します。下方向にスクロー
ルして、外部マシンの追加をクリックします。

ECEデータサーバがオンボックスで導入されている場合は、PIMに関連付けられたダイヤル
番号を作成する必要はありません。

（注）
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アウトバウンドPIMおよびマルチチャネルPIMの追加の手順については、https://www.cisco.com/
en/US/products/ps12586/prod_maintenance_guides_list.htmlで Cisco PackagedContact Center Enterprise
機能ガイドを参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/
products-installation-guides-list.htmlで『Enterprise Chat and Email Installation Guide (for Packaged
Contact Center Enterprise)』を参照してください。

（注）

マルチチャネル PIMの追加

コンポーネント間の安全な接続を有効にする手順を実行する前に、セキュリティ証明書管理プ

ロセスが完了していることを確認してください。

注意

手順

ステップ 1 周辺機器ゲートウェイコンポーネントのプロパティウィンドウで、追加をクリックします。

ステップ 2 クライアントタイプドロップダウンリストで、メディアルーティングを選択します。

ステップ 3 利用可能な PIMSリストで、MR PIM1を選択し、OKをクリックします。

ステップ 4 設定ダイアログボックスで、有効化チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 周辺機器名フィールドに、周辺機器名を入力します。

ステップ 6 周辺機器 IDフィールドに、論理コントローラ IDを入力します。

ステップ 7 アプリケーションホスト名 (1)フィールドに、ECEサービスサーバのホスト名または IPアド
レスを入力します。

ステップ 8 アプリケーション接続ポート (1)フィールドに、ポート番号を入力します。

アプリケーションとの通信に PIMが使用する ECEサービスサーバ上のポート番号を
使用します。デフォルトポートは 38001です。

（注）

ステップ 9 アプリケーションホスト名 (2)フィールドは空白のままにします。

ステップ 10 アプリケーション接続ポート (2)フィールドは空白のままにします。

ステップ 11 ハートビート間隔（秒）フィールドに、5と入力します。

ステップ 12 再接続間隔（秒）フィールドに、10と入力します。

ステップ 13 安全な接続の有効化オプションをオンにします。

これで、MR PIMとアプリケーションサーバ間の安全な接続が確立されます。

アプリケーションのホスト名 (1)とアプリケーションの接続ポート (1)のフィールドには、必
ず正しい情報を入力してください。

オプション設定
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ステップ 14 [OK]をクリックします。

電子メールおよびチャットの設定

ECE設定ページを Unified CCE管理で表示するには、以下の操作を実行します。

手順

ステップ 1 ECE管理Webインターフェイスで LDAPを設定します。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
cisco-enterprise-chat-email/products-maintenance-guides-list.htmlのエンタープライズチャットおよ
び電子メール管理ガイドの「シングルサインオン（パーティション管理者向け）」を参照し

てください。

ステップ 2 Unified CCE管理の証明書を受け入れます。以下の手順を実行します。

a) Webブラウザの [アドレスバー]に https://<fqdn of ecewebserver>を入力します。
b) 証明書を受け入れます。
c) Unified CCE管理ページを再読み込みします。

Packaged CCE 4000および 12000エージェント展開用のオ
プションの設定

Packaged CCE 4000または 12000エージェントの導入用オプションコンポーネントを設定しま
す。

タスク

リモートサイト（11ページ）

マシン（14ページ）

周辺機器セット（20ページ）

メディアルーティングペリフェラルゲートウェイへの PIMの追加（8ページ）

電子メールおよびチャットの設定（10ページ）

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Serverの設定

VVBの設定

オプション設定
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タスク

PCCE 4000または 12000でサポートされるツール

リモートサイト

リモートサイトには少なくとも 1つの周辺機器セットが必要です。追加したリモートサイト
は、それぞれ個別のタブとして表示されます。

リモートサイトの追加と保守

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 +アイコンをクリックして、リモートサイトを追加します。

ステップ 3 リモートサイト名を入力します。

ステップ 4 テンプレートのダウンロードをクリックします。

ステップ 5 ファイルの詳細を入力して保存します。

表 1 : CSVテンプレートの詳細

許容値必須かどうか説明カラム

名前の先頭はアルファベットにする必要

があります。A～Z、0～9、ドット (.)、
またはハイフン (-)がサポートされてい
ます。最大長は 128文字です。

はいマシン名名前（Name）

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

必須マシン：

• CVP

• FINESSE_PRIMARY

• FINESSE_SECONDARY

• CM_PUBLISHER

• CM_SUBSCRIBER

• CCE_PG

オプションのマシン：

• ECE（ECEデータサーバを参照）

• ECE_WEB_SERVER

• CVP_REPORTING

• GATEWAY

• CVVB

• CUSP

• THIRD_PARTY_

MULTICHANNEL

はいマシンタイ

プ列挙体名

マシンタイプ

有効な IPアドレスはいパブリック

アドレス

publicAddress

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

userName=<user@domain.com>

&password=<pass>&port=<1234>

ユーザ名は「administrator」で
す。

（注）

（注） •ユーザ名は「administrator」
です。

•ポートはオプションとなり
ます。ポートを指定しない

場合は、デフォルトのポー

トが使用されます。アンパ

サンド (&)および等号 (=)
が、ユーザ名文字列とパス

ワード文字列で使用され、

URLエンコーディングを使
用してエンコードする必要

があります。

• CCE_AWおよび
EXTERNAL_HDSのデ
フォルトポートは、

7890、
CUIC_PUBLISHER、
IDS_PUBLISHER、
LIVE_DATA、
CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY
は、8443、CVPおよび
CVP_REPORTINGは、
8111、
EXTERNAL_CVVB、
EXTERNAL_SOCIAL_MINER、
および
ECE_WEB_SERVER
は、443です。

• ECE_WEB_SERVERのアプ
リケーションインスタンス

を指定します。

CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY、
ECE_WEB_SERVER、
CVP、
CVP_REPORTING、
CUSP、ゲートウェイ
に対して必須です。

マシンの接

続情報

connectionInfo

有効な IPアドレスCCE_PGに対して必
須です。

プライベー

トアドレス

privateAddress

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

名前はアルファベット（A～ Z）または
数字（0～ 9）で開始することができま
す。ドット (.)またはハイフン (-)を含め
ることができます。最大長は 10文字で
す。

PG、CUCM、
Finesse、CVPに必須
です。

周辺機器

セット名

peripheralSetName

sideA

sideB
はいサイド情報side

ステップ 6 ファイルをアップロードして、次へをクリックします。

ステップ 7 検証が完了するまで待機して、完了をクリックします。検証が失敗した場合は戻るをクリッ
クしてファイル内の問題を修正し、再度アップロードします。

これでリモートサイトが作成され、[インベントリ]ページのタブとして表示されます。

リモートサイトの削除

始める前に

リモートサイトを削除するには、以下が必要です。

•リモートサイトに関連付けられているすべての SIPサーバグループ、ルートで、すべて
のパス、および場所を削除します。

•リモートサイトに関連付けられている周辺機器セットを削除します。

• CVPサーバおよびに対する CVPサーバの関連付けを解除します。

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 削除するリモートサイトを選択し、削除 >現在のサイトをクリックします。
リモートサイトがインベントリから削除されます。

マシン

4000エージェントおよび 12000エージェントの展開タイプのメインサイトおよびリモートサ
イトのマシンを設定することができます。

オプション設定

14

オプション設定

リモートサイトの削除



マシンの追加と保守

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 マシンを追加するには、インポート >デバイスに移動します。

ステップ 3 テンプレートのダウンロードをクリックします。

ステップ 4 ファイルの詳細を入力して保存します。

表 2 : CSVテンプレートの詳細

許容値必須かどうか説明カラム

名前の先頭はアルファベットにする必要

があります。A～ Z、0～ 9、ドット (.)、
またはハイフン (-)がサポートされていま
す。最大長は 128文字です。

はいマシン名名前（Name）

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

• AW

• HDS

• ECE（ECE 1500エージェント用の
ECE 400エージェントおよびサービ
スサーバ用の ECEデータサーバを
参照してください）

• ECE_WEB_SERVER

• CVP

• CVP_REPORTING

• CM_PUBLISHER

• CM_SUBSCRIBER

• FINESSE

• FINESSE_PRIMARY

• FINESSE_SECONDARY

• GATEWAY

• CVVB

• CUSP

• SOCIAL_MINER

• THIRD_PARTY_

MULTICHANNEL

（注） • HDS、AW、
CUIC_SUBSCRIBERは、メ
インサイトにのみ適用でき

ます。

• FINESSEとCMを同時に追
加します。

はいマシンタ

イプ列挙

体名

マシンタイプ

有効な IPアドレスはいパブリッ

クアドレ

ス

publicAddress

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

userName=<user@domain.com>

&password=<pass>&port=<1234>

（注） •ユーザ名は「administrator」
です。

•ポートはオプションとなり
ます。ポートを指定しない

場合は、デフォルトのポー

トが使用されます。アンパ

サンド (&)および等号 (=)
が、ユーザ名文字列とパス

ワード文字列で使用され、

URLエンコーディングを使
用してエンコードする必要

があります。

• CCE_AWおよび
EXTERNAL_HDSのデ
フォルトポートは、

7890、
CUIC_PUBLISHER、
IDS_PUBLISHER、
LIVE_DATA、
CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY
は、8443、CVPおよび
CVP_REPORTINGは、
8111、
EXTERNAL_CVVB、
EXTERNAL_SOCIAL_MINER、
および
ECE_WEB_SERVER
は、443です。

CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY、
ECE_WEB_SERVER、
CVP、
CVP_REPORTING、
CUSP、ゲートウェイ
に対して必須です。

マシンの

接続情報

connectionInfo

名前はアルファベット（A～ Z）または
数字（0～ 9）で開始することができま
す。ドット (.)またはハイフン (-)を含め
ることができます。最大長は 10文字で
す。

CUCM、Finesse、
CVPでは必須です。

周辺機器

セット名

peripheralSetName

sideA

sideB
はいサイド情

報

side

オプション設定
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ステップ 5 ファイルをアップロードして、次へをクリックします。

ステップ 6 検証が完了するまで待機して、完了をクリックします。検証が失敗した場合は戻るをクリッ
クしてファイル内の問題を修正し、再度アップロードします。

マシンの編集

この手順を使用して、任意のマシンのクレデンシャルを編集することができます。

手順

ステップ 1 インベントリページで、[メインサイト]あるいは [リモートサイト]をクリックして、以下の
マシンを編集します。

編集可能なフィールドマシン

診断フレームワークサービスのドメイン、ユー

ザ名、およびパスワード。

プリンシパル AWマシンを設定することもで
きます。

このクレデンシャルは、すべてのCCEマシン
で同じである必要があります。

AW

管理者ユーザ名およびパスワードライブデータ

管理者ユーザ名およびパスワードFinesse

管理者ユーザ名およびパスワードSocialMiner

アプリケーションインスタンス、管理者ユー

ザ名、およびパスワード

ECE Webサーバ

管理者ユーザ名およびパスワードVirtualized Voice Browser

管理者ユーザ名およびパスワードCUSP

管理者ユーザ名およびパスワードCUIC

WindowsクレデンシャルCVP

管理者ユーザ名およびパスワードゲートウェイ

オプション設定
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編集可能なフィールドマシン

Windowsクレデンシャル

展開チェックボックスは、CVPレポートサー
バの設定を初期化します。初期化によって、

既存のコールサーバの関連付けおよび設定は

削除されます。

コールサーバを CVPレポートサーバに再度
関連付けするには、UnifiedCVPレポートサー
バの設定を参照してください。

サービスコールバックを設定するには、サー

ビスコールバックを参照してください。

CVPレポート

管理者ユーザ名およびパスワードIDS

AXLユーザ名およびパスワード。Unified CMパブリッシャ

ステップ 2 クレデンシャルを編集します。

正常に実行された場合は、インベントリページにメッセージが表示されます。それ以外の場合

は、保存をクリックする前に表示されたエラーを修正します。

マシンの削除

次のマシンタイプを削除することができます。CCE_AW、HDS、CVP_REPORTING、
CUIC_SUBSCRIBER、CUSP、ゲートウェイ、CVVB、
EXTERNAL_THIRD_PARTY_MULTICHANNEL、
DC_EXTERNAL_THIRD_PARTY_MULTICHANNEL

手順

ステップ 1 マシンを個別に削除するには、特定の行を選択して、行の最後にある削除アイコンをクリック
します。

ステップ 2 [はい（Yes）]をクリックします。
削除が正常に実行されると、マシンが正常に削除されたことを示すメッセージが表示されま

す。削除に失敗した場合は、再度削除を試みる前に、エラーメッセージを確認し、問題を解決

してください。

オプション設定
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周辺機器セット

周辺機器セットは、例えば、Finesse、CVP、周辺機器ゲートウェイ（周辺機器ゲートウェイ自
体を含む）に依存するすべてのコンポーネントのコレクションです。メインサイトには0個以
上の周辺装置が設定可能ですが、リモートサイトには少なくとも1つの周辺機器セットが関連
付けられている必要があります。

周辺機器セットの追加と保守

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 インポート >周辺機器セットに移動して、周辺機器セットを追加します。
新しい周辺機器セットウィザードが開きます。

ステップ 3 テンプレートのダウンロードをクリックします。

ステップ 4 ファイルの詳細を入力して保存します。

表 3 : CSVテンプレートの詳細

許容値必須かどうか説明カラム

名前の先頭はアルファベットにする必要

があります。A～ Z、0～ 9、ドット
(.)、またはハイフン (-)がサポートされ
ています。最大長は 128文字です。

はいマシン名名前（Name）

必須サイト：

• CVP

• FINESSE_PRIMARY

• FINESSE_SECONDARY

• CM_PUBLISHER

• CM_SUBSCRIBER

• CCE_PG

はいマシンタイ

プ列挙体名

マシンタイプ

有効な IPアドレスはいパブリック

アドレス

publicAddress

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

userName=<user@domain.com>

&password=<pass>&port=<1234>

•ユーザ名は「administrator」です。

•ポートはオプションとなります。
ポートを指定しない場合は、デフォ

ルトのポートが使用されます。アン

パサンド (&)および等号 (=)が、
ユーザ名文字列とパスワード文字列

で使用され、URLエンコーディン
グを使用してエンコードする必要が

あります。

• CCE_AWおよび
EXTERNAL_HDSのデフォルト
ポートは、7890、
CUIC_PUBLISHER、
IDS_PUBLISHER、
LIVE_DATA、
CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARYは、8443、
CVPおよび CVP_REPORTING
は、8111、
EXTERNAL_CVVB、
EXTERNAL_SOCIAL_MINER、
およびECE_WEB_SERVERは、
443です。

• ECE_WEB_SERVERのアプリケー
ションインスタンスを指定します。

CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY、
ECE_WEB_SERVER、
CVP、
CVP_REPORTING、
CUSP、ゲートウェイ
に対して必須です。

マシンの接

続情報

connectionInfo

有効な IPアドレス任意プライベー

トアドレス

privateAddress

名前はアルファベット（A～Z）または
数字（0～ 9）で開始することができま
す。ドット (.)またはハイフン (-)を含め
ることができます。最大長は 10文字で
す。

名前は一意である必要があり

ます。周辺機器セットが削除

された後でも、再利用するこ

とはできません。

（注）

PG、CUCM、
Finesse、CVPに必須
です。

周辺機器

セット名

peripheralSetName

オプション設定
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許容値必須かどうか説明カラム

sideA

sideB
はいサイド情報side

ステップ 5 ファイルをアップロードして、次へをクリックします。

ステップ 6 検証が完了するまで待機して、完了をクリックします。検証が失敗した場合は戻るをクリッ
クしてファイル内の問題を修正し、再度アップロードします。

•エージェント PGおよび PIMは、Finesseおよび CUCMが存在する場合にのみ作
成されます。

• VRU PGおよび PIMは、CVPが存在する場合にのみ作成されます。

•一度に作成できる周辺機器セットは 1つのみです。

（注）

次のタスク

PG設定を実行します。Cisco Unified Contact Center Enterprise PGの設定を参照してください

周辺機器セットの削除

メインサイトまたはリモートサイトに関連付けられている周辺機器セットを削除することが

できます。

始める前に

周辺機器セットを削除するには、エージェント、スキルグループ、チーム、およびダイアル済

番号に関連付けられた番号を削除しなければなりません。

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >インフラストラクチャ >インベントリに移動します。

ステップ 2 削除するメインサイトまたはリモートサイトから周辺機器を選択して、削除 >周辺機器セッ
トの削除をクリックします。

<site name>からの周辺機器セットの削除ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 3 周辺機器セットドロップダウンリストで周辺機器セットを選択します。

ステップ 4 削除をクリックします。

ステップ 5 別の周辺機器セットを削除するには、戻るをクリックします。それ以外の場合は、完了をク
リックして、インベントリページに戻ります。

オプション設定
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Packaged CCEラボ展開のオプションの設定

ラボモードのリモートサイト

ラボモード展開でリモートサイトを作成することができます。ラボモードをシンプレックス

で初期化する場合は、サイド Aのマシンでのみリモートサイトを作成することができます。

ラボモード展開では、リモートサイトの再構成はサポートされていません。（注）

ラボモードの展開でリモートサイトを追加する方法については、リモートサイトの追加およ

び保全（1ページ）を参照してください。

シンプレックスまたはデュプレックスのラボモード展開の設定時に、以下の外部マシンも追加

することができます。

• Unified CMパブリッシャ

• Unified CVP Reporting Server

• Unified SIP Proxy

• Virtualized Voice Browser

•ゲートウェイ

• SocialMiner

• MediaSense

•エンタープライズチャットおよび電子メール

•サードパーティマルチチャネル

リモートサイトの外部マシンを追加、編集、または削除する手順については、外部マシンの追

加（6ページ）および外部マシンの編集（7ページ）セクションを参照してください。

オプション設定
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